
■表

資金名 資金の使途 融資限度額 融資期間 融資利率 保証人

設備資金
生産設備や器具購入の資金、店舗、
工場などの移転、新築、増築、改
築などに要する資金

１，０００万円 ７年以内 １年以内

２．４％

１年超～

３年以内

２．６％

３年超～

５年以内

２．８％

５年超～

７年以内

３．１％

【個人】

原則不要

【法人】

代表者
運転資金

原材料、商品などの仕入や手形、
買掛金の決済などの資金 １，０００万円 ５年以内 

特別小口
事業資金

常時使用する従業員の数が 20 人
（商業・サービス業は５人）以下
の個人や会社などが経営上必要と
する設備資金または運転資金

設備資金

７００万円

運転資金

３００万円
設備資金

７年以内

運転資金

５年以内

【個人】

不要

【法人】

代表者独立開業
育成資金

３年以上同一企業の従業員や通算
して５年以上同種の企業の従業員
として勤務した人が独立して開業、
または開業後１年未満の人が経営
上必要とする設備資金または運転
資金

設備資金
（貸付は所要金
額の８割まで）

１，０００万円

運転資金

５００万円

設備運転資金併用時限度額　１，２００万円 ７年以内

※設備資金と運転資金を併用して借り入れるときは、融資限度額１，６００万円（特別
小口事業資金は１，０００万円）で、融資期間は７年以内
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と
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平成28年度市民活動感謝状の受賞者を紹介します。　問市民活動推進課市民協働推進班　  （93）１１１７　

みんなが
まちづくりの主役！ vol. １市 民 活 動 紹 介

とみさぽキャラクター
「とみポくん」

街角花いっぱい
ボランティアグループ

代表　池田信江さん

日吉台小学校

さわやか活動リサイクル

平成 28 年度代表児童

出井　恵久美さん

3 広報とみさと　2017.5.1

活動経歴　平成10年４月から活動を開始。現在は市内の花壇やプラン

ターの整備をしています。

活動内容　市内８か所の花壇やプランターに季節の花を植栽して水か

けなどを行っています。活動回数は、場所毎に多少の違いはありますが、

月１回以上です。その他、市で開催されているリサイクルフェアでの

活動紹介や花苗の販売を行っています。

活動を始めたきっかけ　活動を始めた当時は、ゴミのポイ捨てや散乱

により、街の景観が悪化していました。そのため、花をメッセンジャー

として、住民や市内を通行する人に美化を訴えていくことを目的に「街

角花いっぱい運動」を実施してきました。

今後の抱負など　活動を開始した時に比べて、現在では市内各地で運

動が広がってきました。外で作業するため、特に夏場など大変な時期

もありますが、今後も活動を継続していきたいです。

その他　結成当時からの会員が多く、高齢化が進んでいます。花に興

味がある方は、ぜひ一度ボランティアに参加いただければと思います。

活動経歴　平成23年９月頃から、火曜日と金曜日に活動しています。

活動内容　火曜日は５年生、金曜日は６年生が担当して、昇降口でペッ

トボトルキャップの回収をしています。学校で集まったものと、北部コ

ミュニティセンターに集められたものを、専用の袋に詰めて市内の団

体に引き渡しています。校内では、みんながたくさんペットボトルキャッ

プを持って来てくれるように、スタンプカードや手作りのメダルをプ

レゼントして呼びかけています。

活動を始めたきっかけ　市内の団体が行っていたエコキャップ活動に

賛同し、ペットボトル回収作業に協力するようになりました。

今後の抱負など　リサイクル委員のみんなには、これからも小学校のみ

んなが参加したくなるようなキャンペーンを行うなど、工夫して頑張っ

てもらいたいです。特に高学年のみんながもっと参加してくれるよう

になるとうれしいです。

その他　エコキャップ運動が発展途上国の子どもの支援（ポリオワク

チン）につながっていることを知ったので、これからも人のためにな

ることをしていきたいと思っています。


